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魯迅は 1903 年から 1936 年までの 33 年間にわたって翻訳事業に取り組んで
いる。合わせて 14 カ国、106 名の作家の 216 篇の作品を中国語に訳しており、
総字数は 300 万字にも上るといわれる。
その中で日本語から訳したものは 175 篇で、全訳本の約 8 割を占めている。
日本語の原本から訳したものは 96 篇で、他言語作品の日本語訳から中国語
に翻訳したものは 79 篇である。その他に、ドイツ語から訳した作品が 29 篇、




底本言語 直接訳 間接訳 不明 件数
日本語 96 79 175
ドイツ語 2 27 29
英語 0 2 2
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